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◆ロシアの銀行業容拡大 ロシア銀行界では、個

人銀行預金保険制度への加入申請をめぐる２００４年

５～７月の銀行信用不安で銀行の破産・営業停止

により預金が減少した。２００４年後半から２００５年には、

個人銀行預金保険制度の施行とともに銀行の信用

が回復され、個人預金と企業預金の増加で貸付が

急増し消費者金融も証券投資も急増した。２００５年

の国内民間貸付は２００３年比で２倍に増加し、海外

貸付・預金も銀行間貸付も約８０％増加したが、政

府貸付は微減した。銀行資産の増加は、国内預金

の約８０％増と海外借入の約２．１倍増で調達され、中

央銀行からの借入は４分の１近くも減った。２００４

～２００５年の業容拡大で資本勘定は８１％も増加した。

◆貸付急増の原因と影響 貸付急増の直接の原因

は銀行預金の増加、国債購入の減少、海外借入の

増加、海外市場における債券発行による資金調達

の拡大であった。期日経過貸付（不良化債権）は

減少を続けているが２００４年末現在なお１．４５％もある。

また、２年間で約３．７倍に増加した個人貸付はルー

ブル貸が８５％を占め、約１．７倍に増加した企業貸付

は期限１年未満の短期貸付が５０％超であるが２００３

年以来減少を続け、３年超の中期貸付の割合が増

加している。個人貸付シェアが２年間でほぼ倍増

しているのに対して、企業貸付シェアは８２％から

７０％に低下したが、企業貸付金利は年１０．３～１１．５％

を続け低下しなかった。２００４年には国債投資が減

少し、２００５年には株式と企業社債への投資が急増

した。（第１表）

◆銀行の資金源泉 この貸付急増と証券投資の急

増を支えた個人事業者を含む個人預金は、圧倒的

に多く企業預金の３倍以上もあり、２００４～２００５年間

に８５％以上も増加した。企業預金も３倍近く増加

し、預金総額は３兆６千億ルーブルに達した。し

かし、中央銀行統計による個人預金、企業預金、

銀行間預金には、銀行が短期的に運用可能な決済

性の当座預金その他の一時的な預り金が含まれて

いない。これに対して銀行の貯蓄証書を含む債券

発行は減少し、手形振出は２０％増にとどまり、中

央銀行借入は２００４年に減少したが、２００５年には３８％

増加した。（第２表）

２００５年ロシアの銀行情勢
環日本海経済交流センター・アドバイザー 白 鳥 正 明

２００５年ロシア経済は高い経済成長を維持したが、工業生産の増加率は半減し、消費財と設備機材の

輸入増が続き、国民の収入増で預金は増加し消費増加で消費者融資が拡大し始めた。石油・ガス輸出

税の増収による財政安定基金の積立増加は、通貨量の増加と企業の設備投資を抑制し、通貨需給のア

ンバランスで銀行流動性が低下し、消費者ローンの返済遅延が増加して銀行の信用リスクも増大して

いるといわれる。ロシア銀行界は２００４年から個人預金保険制度が、２００５年から信用記録制度が導入され

て消費者ローンが増加しているが、大銀行とモスクワ周辺への銀行の集中と営業店の偏在が目立って

いる。２００６年にはWTO加盟交渉で外国銀行のロシア進出規制の緩和が予想される。以下に主として中

央銀行資料に基づき２００５年のロシアの銀行情勢を概観する。
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◆ロシアの対外債務（借入及び債券発行）は２００５

年１～９月間に総額１３８億�増加したが、政府は２５２
億�を返済し、銀行が１０９億�、民間企業が２４９億
�増加した結果、２００５年９月末の対外債務残高
２，２８３億�のうち政府債務は７２２億�（３１．６％）、民
間企業債務９０４億�（３９．６％）、銀行債務４３３億�
（１９％）となり、民間の対外債務が６４％を超えた。

民間対外債務の増加は３８０億�に達したが、これは
ルーブル換算（２８．５ルーブル/＄）約１兆８００億ルーブ

ルで、２００５年１２月現在の預金総額の約３０％に相当す

る巨額の資金源泉であった。しかし、全額が国内

貸付に向けられたのではなく、海外預金や証券投

資にも運用されて海外資産が急増し２００４年は３兆

４千億ルーブル、２００５年には５兆２千億ルーブル

の資産超過となった。（第３表）

◆安定した預金増加傾向 ２００５年１２月１日現在の

個人預金は２兆６，３５１億で企業預金８，７３６億の約３倍

であった。ルーブル預金の割合は個人預金が７５％、

企業のルーブル預金は５６％で、２００３年以来増加傾

向にある。また、企業の短期性預金（要求払い、

３０日以内）の割合が増加し長期性預金（１年超）

の割合が低下傾向にあるのに対して、個人預金は

短期性が相対的に減少し長期性預金の割合が増加

している。また、企業預金は２００４年中に約８０％、

２００５年中（１～１１月）に５５％も増加したが、個人預

金は２００４年も２００５年も約３０％の安定した増加が続い

た。（第４表）中央銀行統計によると２００５年の個人

のルーブル預金金利は要求払いが年３．８～４．５％、

定期性預金平均金利が年８．４～１０．２％で、公定歩合

１２％への引下げで１２月の金利は年間で最低になっ

た。

２００３年末（Ａ） ２００４年末（Ｂ） ２００５．１２．１．（Ｃ） Ｂ／Ａ％ Ｃ／Ａ％

個人預金＊ １５，３９５．１１ ２０，０３２．０８ ２６，０４４．９１ １３０．１ １６９．２

企業預金 ３，１２５．２３ ５，６４０．０９ ８，７３６．４８ １８０．５ ２７９．５

銀行間預金 ７１６．４９ ８５９．５２ ９６２．５７ １２０．０ １３４．３

預金合計 １９，２３６．８３ ２６，５３１．６９ ３５，７４３．９６ １３７．９ １８５．８

債券＊＊発行 １，６３６．３８ １，３３４．４４ １，２２７．１８ ８１．５ ７５．０

手形発行 ４，６６０．０７ ５，０６２．０７ ５，６２８．００ １０８．６ １２０．８

中銀借入 ２，００８．６８ １，７８２．３０ ２，４６０．４８ ８８．７ １２２．５

＊２００３年末（Ａ） ２００４年末（Ｂ） ２００５．１２．１．（Ｃ） Ｂ／Ａ％ Ｃ／Ａ％

個人貸付＊

ルーブル

外貨

２，９９６．７８

２，４６１．７７

５３５．０１

１０．７

（８３）

（１７）

６，１８８．６２

５，２５３．７２

９３４．９０

１５．１

（８５）

（１５）

１０，９６７．８６

９，２８９．３５

１，６７８．５１

１８．９

（８５）

（１５）

２７３．２

２１３．４

１７４．７

３６６．０

３７７．３

３１３．７

企業貸付

１年以内

１～３年

３年以上

２２，９９９．４３

１４，２６１．３０

６，５４３．１５

２，１９４．９８

８２．３

（６２）

（２８）

（１０）

３１，８９３．１７

１９，２４８．６２

９，１４７．１５

３，４９７．３８

７７．６

（６０）

（２９）

（１１）

４０，６３２．８６

２３，２５５．２５

１１，７０９．１０

５，６６８．５１

７０．１

（５７）

（２９）

（１４）

１３８．７

１３５．０

１３９．８

１５９．４

１７６．７

１６３．１

１７９．０

２５８．４

銀行間貸付 １，９５８．７４ ７．０ ３，０３４．４０ ７．３ ４，９１７．８８ ８．５ １５４．９ ２５１．１

貸付額合計 ２７，９５４．９５ １００．０ ４１，１１６．１９ １００．０ ５７，９６５．０４ １００．０ １４７．１ ２０７．４

証券投資計＊＊

債券

（内国債）

株式

７，４０８．５９

６，２５０．８０

（４，４６９．７）

９８４．２６

１００．０

８４

（６０）

１３

８，９３４．７４

７，５２５．６９

（４，３５６．１）

１，２１２．７９

１００．０

８４

（４９）

１３

１２，０９０．１８

９，７５１．７７

（４，６７０．６）

２，０３６．０２

１００．０

８１

（３９）

１７

１２０．６

１２０．４

９７．４

１２３．２

１６３．２

１９３．４

１０４．５

２０６．９

第１表 銀行貸付・証券投資（２００３～２００５年） （単位：億ルーブル）

％ ％ ％

Данныеобобъемахпредставленныхкредитов２００４，２００５гг．БанкРоссииにより作成。
＊個人事業家を含む。 ＊＊子会社株式等を除く。 各年末の右欄は構成比（％）。

第２表 銀行の資金源泉（２００３～２００５年） （単位：億ルーブル）

Данныеобпрнвлеченныхбанковскихвкладов（депозитов）организаций，Данныеобпрнвлеченныхбанковскихвкладов（депозитов）
физическнхлицисредствиндивидуальныхпредприниматлей，２００４，２００５гг，БаикРоссииにより作成。
＊個人事業家を含む。 ＊＊貯蓄証書等を含む。

－１９－－１９－
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◆銀行資産の集中と営業店の地域的偏在 注目さ

れるのは銀行資産の上位大銀行への集中である。

上位大５銀行への集中度は微減しているが、上位

２０銀行への資産集中が進み、２００５年１２月現在で２００

銀行に資産の９０％が集中し、順位２０１以下の約１，０００

銀行が総資産の僅かに１０％を占め、零細銀行が驚

くほど多数あることが目立った。（第５表）また、

営業店の地域的な偏在が目立っている。モスクワ

を含む中央連邦管区には銀行数の５７％が登録され

ているが、他管区登録銀行営業店数が中央管区登

録銀行店数の５４％にすぎず、営業店の大部分が管

区内に登録された銀行の営業店で占められている。

しかし、中央管区以外では逆に他管区登録銀行の

営業店数が多く、シベリア管区では３．１倍、北西管

区では２．３倍もあり、その他の管区では沿ボルガ管

区が１．７倍、極東管区が１．６倍であり、銀行本部が

少ない地方ほど他の地方からの銀行営業店の進出

が多いことを示している。（第６表）

◆ロシアの外国銀行 ２００５年末現在、ロシアの非

居住者出資（外資）銀行は１３６銀行で、その内１００％

外資銀行は４１銀行であった。ロシアでは外国銀行

の支店開設が認められないので、外資銀行はすべ

て外国銀行の子会社でロシア法人である。１００％外

資銀行のうち資本金が大きいのは、ライファイゼ

ン銀行（オーストリア）、国際モスクワ銀行（IBM）、

Home Credit Finance（アメリカ）、ハンザバンク

（ドイツ）、BNPパリバ（フランス）、スベンスカ・

ハンデルス・バンク（スエーデン）、モルガン・ス

タンレー（アメリカ）、ドイッチェ・バンク（ドイツ）、

CITI Bank（米）、JPモルガン（米）、CSFB（米）、

１～３月 ４～６月 ７～９月 合計 ２００５年９月残高

対外債務 合計 ６１ ８８ －１１ １３８２，２８３ １００．０

政府対外債務 －４５ －１７－１９０－２５２ ７２２ ３１．６

中央銀行対外債務 －３ １１ ２ １０ ９２ ４．０

銀行の対外債務 ２０ ３２ ５７ １０９ ４３３ １９．０

企業の対外債務 ８５ ５２ １１２ ２４９ ９０４ ３９．６

外国出資者から借入 ４ １０ ８ ２２ １３２ ５．８

企 業 預 金 （億ルーブル） 個 人 預 金＊ （億ルーブル）

２００３年末 ２００４年末 ２００５／１２／１ ２００３年末 ２００４年末 ２００５／１２／１

預金総額

ルーブル

外 貨

３，１２５

１，５６６

１，５５９

１００

５０

５０

５，６４０

２，８９４

２，７４６

１００

５１

４９

８，７３６

４，９２２

３，８１５

１００

５６

４４

１５，５８５

１０，８９４

４，６９１

１００

７０

３０

２０，２６７

１５，０３０

５，２３８

１００

７４

２６

２６，３５１

１９，８３７

６，５１４

１００

７５

２５

要求払・３０日内 ３２１ １０ ６８８ １２ １，２２７ １４ ２，６４１ １７ ３，０６３ １６ ３，８７５ １５

３０日～１年内 １，８１４ ５８ ３，０５７ ５４ ５，０５８ ５８ ５，９１７ ３９ ５，３９９ ２７ ６，３６５ ２５

１ 年 超 ９８１ ３１ １，８９３ ３４ ２，４５１ ２８ ６，６２０ ４４ １１，３１０ ５７ １５，４９０ ６０

銀行総資産
の順位区分

２００３年末 ２００４年末 ２００５年１２月１日

億ルーブル 構成比％ 億ルーブル 構成比％ 億ルーブル 構成比％ 同左累計

上位５銀行 ２４，００３ ４２．９ ３２，１６９ ４５．１ ４０，５０９ ４３．１ ４３．１

６～２０位 ９，７７９ １７．５ １１，７６９ １６．５ １８，２１７ １９．４ ６２．５

２１～５０位 ６，２２３ １１．１ ８，３８０ １１．７ １０，９５８ １１．７ ７４．２

５１～２００位 ９，２６３ １６．５ １１，２３３ １５．７ １４，６０２ １５．６ ８９．８

２０１～１０００位 ６，５５６ １１．７ ７，６１８ １０．７ ９，４１６ １０．０ ９９．８

１００１位以下 １８２ ０．３ ２００ ０．３ ２１５ ０．２ １００．０

合 計 ５６，００７ １００．０ ７１，３６９ １００．０ ９３，９１６ １００．０

第３表 ２００５年ロシアの対外債務の四半期別推移（単位：億米�）

％

ВнешнийдолгРоссийской Федерациивянваре‐сентябре
２００５года，БанкРоссииにより作成。
対外債務には非居住者からの借入金と海外における債券発行を含む。

第４表 企業及び個人の銀行預金の推移（２００３～２００５年）

％ ％ ％ ％ ％ ％

Данныеобпрнвлеченныхбанковскихвкладов（депозитов）организаций，Данныеобпривлеченныхбанковскихвкладов（депозитов）
физическнхлицисредствиндивидуальныхпредприниматлей，２００４，２００５гг，БаикРоссииにより作成。
＊個人預金には個人事業家を含み、企業預金には当座預金等の決済性預金を含まない。

第５表 総資産の銀行集中度の推移（２００３～２００５年）

Таблица６．КонцентрацияактивовпобанковскомусекторуРоссии（действующиекредитныеорганизации），《ОбзорБанковского
СектораРоссийскойФедерации，АналитическиеПоказатели》，No．３９，январь２００６г．БанкРоссии，

－２０－－２０－
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HSBC（英）、ドレスナー・バンク（ドイツ）の他、中

国、インド、イラン、日本（みちのく銀行）等が

ある。外資銀行の資本金は２００５年間に約２６０億ルー

ブルに増加（２．１倍）して全ロシアの登録済み資本

金総額に対する割合は、２００５年末には１１．１％に急増

した。ロシア国内の外資銀行の所在地は、モスク

ワ市の８８銀行が最大でペテルブルグ市が８行、西

シベリアのチュメニ、チェリアビンスク、オムス

ク各州に各３行、ウドムル共和国、アストラハン、

ニジェゴロド、オレンブルグ、サマラ、スベルド

ロフスク各州に各２行の他、１９の共和国・地方・

州に各１行で、中央管区に９３銀行（６８．４％）、北西管

区に１２銀行（８．８％）が集中し、沿ボルガ管区に９銀

行（６．６％）、シベリア管区に６銀行（４．４％）、南部管

区に５銀行（３．７％）、極東管区に２銀行（１．５％）があ

る。

外資銀行資本金総額は過去１０年間、ロシア全体

の銀行資本金総額の５～７％で推移し、１９９９年に

１０．７％、その後は２００１年に７．５％、２００２年に５．３％

であったが、２００５年後半から増加し始めた。その

原因は、米モーガン・スタンレー銀行の進出、既

存のライファイゼン銀行等の増資の他、預金保険

制度や信用記録制度の実施、海外市場における株

式公開（IPO）のためのロシアの銀行による外国銀

行の出資勧誘などである。増加する海外市場での

ロシアの銀行の株式公開には外資割当制が必要に

なるといわれるが、中央銀行はWTO加盟に備えて

２５％の割当限度設定を考慮しているといわれる。

ロシアの外資銀行の将来は、WTO加盟の２国間

交渉で重要な争点の一つになっており、とくにア

メリカは銀行含む金融業の市場開放を要求し、ロ

シアは通貨金融政策と課税権限維持のため伝統的

に外国銀行支店を認めていないので今後の交渉が

注目される。

◆預金保険制度の発足 「銀行個人預金保険法（２００３

年１２月２９日、No．１７７－FZ）」が２００４年１月７日から

施行され、１０万ルーブルまで個人預金が補償され

ることになった。預金保険制度に加入した銀行は

毎四半期に預金残高の０．１５％の保険料を預金保険

公社に納付する義務がある。２００４年６月２７日まで

の第１段階に１，１８６銀行が預金保険制度加入を申請

し８２４銀行（９８％）が認可され、否認された銀行は

２００４年９月２８日期限の第２段階申請で加入認可が

２００５年中続き、２００６年１月にも認可されている。

２００６年２月８日現在、預金保険制度の加入銀行数

は９３２行、預金保険基金積立額は２０４億ルーブルに

達したが、２００６年中に７６～８６％増加して２００７年１月

には３６０～３８０億ルーブルになると予想されている。

これにより補償金額を現在の１０万ルーブルから２８

万ルーブルに引上げが可能になる。

連 邦
管 区

金 融
機 関 数＊

（Ａ）

同左・管区内
店 舗 数
（Ｂ）

他管区銀行の
管区内店舗数
（Ｃ）

（Ｃ）÷（Ａ＋Ｂ）

（％）

（Ａ＊Ｂ）÷全
国銀行店舗数
（％）

（Ｃ）÷全国銀
行 店 舗 数
（％）

中央連邦管区
内 モスクワ市及び
モスクワ州

７１６

６４８

２１７

１７７

５０６

１０８

５４

１３

２１

１８

１５

３

北西連邦管区 ８４ ５５ ３２２ ２３１ ３ １０

南方連邦管区 １２８ １５１ ３１９ １１４ ６ １０

沿ボルガ連邦管区 １４８ １５１ ５１２ １７１ ７ １６

ウラル連邦管区 ６７ １４２ ２３９ １１４ ５ ７

シベリア連邦管区 ７２ ５５ ３９８ ３１３ ３ １２

極東連邦管区 ４３ ５７ １６３ １６３ ２ ５

合 計 １２５８ ８２８ ２４５９ １１８ ４６ ７５

第６表 銀行店舗の地域偏在

＊当該管区内に登録された金融機関（銀行）数。他の欄の「銀行」は当該地域に登録された本店を示す。
Таблица５．РазмещениефилиаловкредитныхорганизацииКОпофедеральнымокругам，《ОбзорБанковскогоСектораРоссийской
Федерации，АналитическиеПоказатели》，No．３９，январь２００６г．БанкРоссии．

－２１－－２１－
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◆信用記録制度 ２００５年６月１日から「信用記録

法（２００４年１２月３０日、No．２１８－FZ）」が施行され、

預金保険制度の加入銀行は９月１日から顧客の情

報を「信用記録局」に提供し共有する義務を負う

ことになった。「信用記録局」の登録と監督行政

は連邦金融市場庁が所管する。現在、ロシアには

ロシア銀行協会を中心に設立された�全国信用記
録局と約１５７銀行が信用情報提供契約を締結し、さ

らに約２００銀行が参加準備中といわれる。２００４～０５

年はロシアの銀行にとって、信用情報制度の実施

は前述の預金保険制度の発足とともに、中央銀行

監督審査の強化と新業務と費用負担が増加した時

期であった。この二つの新制度導入の目的は、消

費者融資と住宅抵当融資の普及・拡大であった。

◆銀行部門発展戦略 ２００５年４月５日、連邦政府

と中央銀行が「２００８年までのロシア連邦の銀行部

門発展戦略」（以下「２００８年への銀行発展戦略」）

を公表した。ロシアでは１９９８年金融危機の克服対

策として２００１年１２月に銀行発展戦略が決定・公表

されていたが、その目的が達成されたため、新た

な戦略が立案され、２００５年２月連邦政府閣議にお

いて承認されていた。この「２００８年への銀行発展

戦略」はロシアの銀行政策の基本で９章９０項から

なる長大な文書で、２００２～２００３年にIMF・世銀とロ

シア政府が共同で作業した「ロシア金融部門評価

プログラム」の勧告を考慮して作成された。外国

資本のロシア銀行部門への参加規定の整備、在外

銀行の中銀保有株式売却、銀行の競争力引上げ措

置、各種手続きの費用引下げと簡素化、等が含ま

れている。

◆ロシアの国有銀行 ロシア中央銀行は旧ソ連以

来の大銀行株を保有していたが、１９９８年経済危機

後のIMF融資で中銀が保有していたズベルバンク

（６０．５％）と外国貿易銀行（９９．９％）の２大銀行と在外

５銀行の株式処分が条件になった。その後、２００３

年１月、外国貿易銀行株（９９．９％）は連邦政府譲渡

が決定された。他方、２００３年１２月に在外銀行のモ

スコー・ナロードニ・バンク、ロンドン（中銀保有

８９％）の１００％子会社モスナル・バンクと北欧商業

銀行（ユーロ・バンク）、パリ（中銀保有７８％）の子

会社ユーロ・フィナンスが合併して�ユーロフィ
ナンス・モスナル・バンクになりロシアの銀行と

して登録された。さらに、２００５年１２月２１日、ロシア

中央銀行保有の在外銀行株を外国貿易銀行に譲渡

する協定が調印され、外国貿易銀行は３７５億ルーブ

ル増資して中央銀行保有の在外銀行株を買取り、

同時に、中央銀行は保有していた外国貿易銀行株

を財政安定基金に売却した結果、連邦政府が外国

貿易銀行の大株主になった。しかし、ズベルバン

ク株の６０．５％はなお中銀に保有されている。

ロシアで最も古い国有銀行の一つである対外経

済銀行は旧ソ連の対外債務の政府代理機関で、現

在も旧ソ連債務償還やCIS諸国への政府貸付を実施

する完全なロシア政府金融機関であり、２００２年に

は年金積立金運用の信託機関に指定され巨額の資

金を運用している。他に政策金融機関にはロシア

開発銀行、ロシア農業銀行、ロシア輸出入銀行が

ある。

◆終わりに ロシアの２００５年銀行業績とくに損益

状況が未公表であるが、中央銀行資料によると預

金増と海外借入増による貸付とくに個人融資と証

券投資の増加が、最近の銀行営業の特色といえる。

預金保険制度と信用情報制度の新設は自動車ロー

ンや住宅ローンを促進したといわれるが、本稿で

はビジネス現場の実態に触れられなかった。今年

は外国銀行参入がWTO加盟交渉の課題になり、ま

た個人融資の増加による信用リスク対策、製造業・

中小企業融資対策も残されている。

－２２－－２２－


